
［標準様式例４-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和8年2月27日

契 約 業 者 名 東京コンサルタンツ株式会社　関東支店

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区神田淡路町二丁目８番地５

業 務 の 名 称 Ｒ７圏央道神崎大栄間道路修正設計他７Ｋ７業務

業 務 場 所 自）茨城県つくば市真瀬　至）千葉県成田市吉岡

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和7年7月16日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和8年3月27日

変 更 前 の 契 約 金 額 28,820,000円(税込)

変 更 金 額 +8,085,000円(税込)

変 更 後 の 契 約 金 額 36,905,000円(税込)

変 更 理 由

（　第１回　、最終　）契約変更の内容

１．道路詳細設計（Ａ） 
２．道路修正設計 
３．道路付帯設計 
４．工事用道路撤去設計 
５．一般構造物設計 
６．仮橋撤去設計 
７．土留工撤去設計 
８．パイプライン詳細設計 
９．施工計画検討 
１０．履行期間

１．道路詳細設計（Ａ） 
　　関係機関協議の結果、協議先からの条件提示に時間を要することが
　判明したため、道路詳細設計（A）を減工する。 
２．道路修正設計 
　　関係機関との現地立会いの結果、設計を要さない調整が図れたため
　減工する。 
３．道路付帯設計 
　　現地精査の結果、排水枡の嵩上げが必要となることから、排水設計
　を追加する。 
４．工事用道路撤去設計 
　　関係機関との調整により、撤去時期が見直しされていることから工
　事用道路撤去設計を減工する。 
５．一般構造物設計 
　　現地精査の結果、現地状況に合わせた設計を見直す必要が生じたた
　め、一般構造物設計を追加する。 
６．仮橋撤去設計 
　　現地精査の結果、クレーンの設置位置など現地盤の状況に合わせた
　施工方法の検討、設計を追加する。 
７．土留工撤去設計 
　　現地精査の結果、工事用道路（拡幅部・土留め）の撤去、原形復旧
　設計にあたり、土留めの撤去方法や施工ステップの検討が必要である
　ため追加する。 
８．パイプライン詳細設計 
　　関係機関との協議の結果、利用形態に見直しが生じたことが判明
　し、パイプラインの敷設位置が当初計画から変更したことから、管路
　断面検討および設計延長を追加する。 
９．施工計画検討 
　　現地精査および関係機関との協議の結果、施工計画を見直していく
　必要が生じたため、施工計画検討を追加する。 
１０．履行期間 
　　上記追加に伴い、履行期間を２８日間延伸し、令和８年３月２７日
　までとする。


